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◇イベント情報◇ 
◆第 14 回レファレンス協同データベース事業フォーラム  
中高生向けレファレンスサービスと 

レファ協 
レファレンス協同データベース事業では平成 25

年度から学校図書館が参加対象に加わりました。

今年度のフォーラムは中高生向けのレファレンス

サービスに焦点を当て、公共図書館・学校図書館

に関わる方々からの事例報告、パネルディスカッ

ション形式による中高生向けレファレンスサービ

スへのレファ協活用についての検討を行います。 

 

会 場：国立国会図書館国際子ども図書館アーチ棟

研修室 1 

所在地：東京都台東区上野公園 12-49 

日 時：平成 29 年 12 月 14 日（木） 

13 時～17 時 45 分 

対 象：図書館員、図書館情報学専攻の教員及び 

学生、その他関心のある方 

会 費：無料 

申 込：お申込みはウェブフォームからお願いいた 

します。締切は 12 月 6 日（水）まで。 

http://crd.ndl.go.jp/jp/library/forum_14.html 

その他：国際子ども図書館見学会を行います。 

定員 60 名、先着順。 

時間は 10 時 30 分～12 時です。 

◇イベント情報◇ 

◆鈴木まもる講演会「絵本と鳥の巣

の不思議～鳥の巣が教えてくれるこ

と～」 
 

「鳥の巣」や子ども向けの絵本などを書き、

全国各地で「鳥の巣展」を開催している、 

鈴木まもる先生の講演会です。 

 

会 場：伊東市生涯学習センター中央会館

4 階 第一会議室 

所在地：伊東市音無町 5-14 

日 時：平成 30 年２月 10 日（土） 

13 時 30 分～15 時 30 分 

対 象：子どもから大人まで 

会 費：無料 

定 員：80 名程度 

申 込：不要  

問合せ：伊東市立伊東図書館 

（電話：0557-36-7433） 

その他：鈴木まもる先生の本を持参する

と、イベント終了後、本にサインを

いたします。 
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平成 29 年 11 月６日（月）７日（火）に国立

国会図書館国際子ども図書館で平成 29 年度「国

立国会図書館国際子ども図書館児童文学連続講

座―国際子ども図書館所蔵資料を使って」が開

催されました。参加者は全国で児童サービスを

担当している図書館員、児童書研究者、児童書出

版関係者等です。今回は「絵本はアート、絵本は

メディア」をテーマに、絵本の視覚表現性という

視点から絵本に迫りました。絵本をメディアと

して捉える意味や、美術的な視点からの絵本論 

が紹介されました。（２ページ目にて、概要を紹 

 

 

 

 

 

 

 

介します。）（眞子） 

11 月 6 日（月）、今年もグランシップを会場

に「静岡県図書館大会」を開催しました。そのう

ち子どもの本に関する分科会として、口承文芸

学者で小澤昔話研究所所長の小澤俊夫氏に「昔

話絵本の選びかた～昔話の文法に沿って～」と

いうテーマでお話しいただきました。（３ページ

目にて、概要を紹介します。）（安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

最新の子ども図書研究室 

だよりは、HP に随時 

掲載しています。  

http://crd.ndl.go.jp/jp/library/forum_14.html
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児童文学連続講座 

「絵本というメディアの可能性」 

 

 

 

成 29 年度の国際子ども図書館児童文

学連続講座は、美術的な視点から考え

る絵本論が紹介されました。講師は石井光惠氏

（日本女子大学教授）、中川素子氏（文教大学

名誉教授）、今井良朗氏（武蔵野美術大学名誉

教授）、松本猛氏（絵本学会会長、ちひろ美術

館常任顧問、横浜美術大学客員教授）の４名で

す。その中から、松本氏による講義「絵本とい

うメディアの可能性」について報告します。 

◆ 

どものための本だと思われている絵本です

が、その歴史を遡ると古代エジプトの死者

の書、日本では絵巻物などがあり、決して子ども

だけのものではありませんでした。美術は物語

と一体化して発展し、情報を絵で伝えることで

今の雑誌やテレビなどのマスメディアの役割を

していたのです。「絵本＝子どものためのもの」

という考え方は、子どもの権利が確立され、子ど

もへの教育が意識されるようになってから生ま

れました。日本ではこの半世紀で読み聞かせの

習慣が定着しました。背景には第二次ベビーブ

ームがあり、絵本出版が事業として成り立った

こと、教育との結びつきが強くなったことで、絵

本の普及につながりました。 

         ◆ 

達心理学の面からも絵本の研究がされてい

ます。同じものを見ておもしろさや楽しさ

を共有する〈共同注意〉、絵を指さして名前を言

い、次第に語彙を広げる〈命名ゲーム〉、同じ絵

本を繰り返し読んで得られる〈予測確認の喜び〉

などがあります。いずれも、絵本を通して生まれ

る子どもと大人とのやりとりの中で生まれてい

ます。発達心理においては絵本のクオリティー

は特に意味を持たないとも言われているようで

すが、子どもが何度も読んでもらいたがる絵本

は、自然と繰り返し読まれてきたクオリティー

の高いものになるそうです。 

本をメディアという視点からみてみる

と、情報伝達能力が非常に高いことがわ

かります。その一つの例に歴史絵本があげられ

ます。『絵で見る日本の歴史』（西村繁男／作 

福音館書店）は、見開きの絵の下に文章が一行

あるだけです。歴史考証が行き届いた絵は、文

だけでなく絵で語らせることに成功していま

す。文字で書くと大量のページを要する情報

も、絵で描くと少ないページで深い情報を伝え

ることも可能です。視覚的イメージには文字だ

けではわからないことも理解させる力があるの

です。  

◆ 

学絵本のように知識を読み取ることので

きる絵本もありますし、科学絵本と謳って

いない絵本でも科学的な情報を得ることができ

るものもあります。『14 ひきのあさごはん』（い

わむらかずお／作 童心社）は、背景に作者の住

んでいる栃木県の初夏の自然が描かれており、

自然観察をすることもできる絵本です。 

        ◆ 

代の絵本は、文字情報中心のメディアと

は違う、視覚情報を活用したメディアと

して表現の幅を広げているそうです。講義は

「絵を読む」ということを知り、絵本を楽しむ

ヒントをあたえてもらいたいという講師の言葉

で締められました。絵本をメディアとしてみて

みると、正しい情報を元に絵本が出版されるこ

とを願うとともに、私たちが正しい情報が描か

れたものをきちんと選ぶ必要性も感じました。 

◆ 

         『百年の家』 

ﾛﾍﾞﾙﾄ・ｲﾝﾉﾁｪﾝﾃｨ／絵 

J.パトリック・ルイス／作 

長田弘／訳 

講談社  2010 年  

「歴史絵本」の一つとして紹

介されました。絵を読むこと

で時代がわかると同時に、ストーリーに合わせ

た季節も選ばれています。（眞子） 
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所蔵資料から 
絵本 
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静岡県図書館大会 第２分科会 

幼児・児童に対するサービス報告 

 

 

 

年度は、口承文芸学者で小澤昔話研究所 

所長の小澤俊夫氏に「昔話絵本の選びか

た～昔話の文法に沿って～」というテーマでお

話しいただきました。一部ご紹介します。 

         ◆ 

話はどこにある？昔話は本の中にあ   

る、と思う人が多いかもしれないが、昔

話は「昔話が語られている間だけ存在」し、終わ

ったら消えてしまうもの。耳で聞く語りの文章

で、本で読む文章とは違う。語りは本のように読

み直したり、一カ所に留まり考えることができ

ない。このため、昔話は耳で聞いて分かるように

単純明快な文章で語られ伝わってきた。今の語

り手は本に書かれた昔話を覚えて語ることが多

い。本の中の文章も、単純明快でなければ昔話は

伝わっていかない。昔話の絵本を選ぶ際は、昔話

を良く知り、昔話とは何かをちゃんと勉強する

ことが何よりも大切。昔語が語られるとき、子ど

も達は「耳で聞いた言葉を絵に変換して思い浮

かべる」というとても大切な力を養う。耳で聞い

て理解するために、昔話には一種独特の法則（文

法）があり、本もそれに則ったものを選んで欲し

い。 

◆ 

演では、小澤氏により「馬方とやまん  

ば」（『日本の昔話５』福音館書店 1995

年）が語られました。この語りを例にしてお話し

された、昔話のもつ文法についていくつかご紹

介します。 

 「昔話は主人公や重要な人物を孤立的に語る。」

―昔話の場面は常に１対１で構成され、登場人

物が一度に何人も出てくるということはない。

シンプルで分かり易い構造になっている。 

 「昔話は図形的に語る。」－「馬方とやまんば」

では馬の足を切る場面があるが、馬が痛がるな

ど、リアルな描写はない。昔話は残酷だが残虐に

は語らない。また、足を切った馬が走ることがで

きるのは、昔話は切り紙細工のように図形的に

語られるため。 

 「昔話は同じ場面を同じ言葉で語る。」－同じ

言葉で繰り返すのは耳で聞く時にわかりやすい

から。また、子どもは気に入った本を何度でも読

みたがるように、既に知っているものとまた出

会いたがっている。これは、子どもが自分の魂の

安定を求めているのではないか。安らぎを求め

る子ども達の気持ちを大切にしてほしい。 

◆ 

た、昔話は何を伝えているのかについて

「白雪姫」や「シンデレラ」などを例示され

ながらお話をされました。 

昔話は道徳や教訓を伝えていると思われがち

だが、本来は若者が成長・変化していく話が多い。

昔話は「強く生きろ」というメッセージを持ち、

子どもの成長のする姿、人間と自然とのつきあ

い方、命とは何か、を伝えている。昔話は個人が

忘れてしまったことを全体の記憶として覚えて

くれている集合的記憶であり、知恵の蓄積。だか

らこそ大切である。 

        ◆ 

後に、『おおきなかぶ』、『てぶくろ』（と

もに福音館書店）などの絵本の特徴も紹

介されました。興味を持たれた方は、是非小澤氏

の著書をお読みください。 

 

 

 

『昔話の語法』 

小澤 俊夫／著 

福音館書店 

1999 年 

 

「昔話は口で語り、耳で聞かれ

て伝えられてきたために、独特の『語法』をもっ

ている」。耳で聞いてわかりやすく伝えられてき

たからこそ生き残ってきた昔話について、本来

の姿が変えられることなく、次の世代にも伝え

ていけるようまとめられた研究書。（安田） 
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『ひらけ蘭学のとびら   

『解体新書』をつくった 

杉田玄白と蘭方医たち』    

鳴海 風／著 

岩崎書店 

2017 年 5 月 

 

江戸時代、杉田玄白は祖父の代から藩医を務

める医者一家に生まれたが、治療法がわからな

い病気も多く、外国の医術を学びたいと考えて

いた。解剖が一般的でなかった当時、罪人の死体

を見ることで人体の仕組みを確認した玄白は、

オランダの解剖書の正確さを知って感銘を受け、

前野良沢、中川淳庵らその他医師と共に「解体新

書（ターヘルアナトミア）」を翻訳・出版する。

蘭学という新しい学問を日本の医術に取り入れ

るため、努力を重ねた医師たちからは、人びとの

病気を治したいという強い熱意が伝わってくる。

【中学生から】（仲本） 

      

 

『15 歳、ぬけがら』 

 栗沢 まり／著 

講談社 

2017 年 6 月 

  

 

 

中学３年生の麻美は古い団地に母親と２人暮

らし。学校に居場所はない。家は汚部屋。寝てい

るだけの母さん。食事は給食が頼り。夏休みは給

食がないし、夜の仲間は非行に手を染めはじめ

る。そんな時、麻美は同じ団地の同級生に誘われ、

学習支援塾『まなび～』の無料の昼食に惹かれて

顔を出す。勉強なんて必要ない、施しなんて受け

たくないと思っていたけど、塾長は「頼りになる

大人」だった。著者は中学校教諭や学習支援塾な

どを経験した。第 57 回講談社児童文学新人賞

佳作受賞。      【中学生から】（眞子） 

 

『アジアの道案内 トルコ 

 まちの市場で買いものしよう』 

鈴木 郁子／文・写真 

玉川大学出版部 

2017 年 7 月 

 

トルコは、日本から飛行機で12時間かかる

遠い国。本の中で、トルコに住むネルギスさん

と一緒に市場にお出かけしよう。市場でのお買

い物の様子を写した写真からは、靴下を履いた

足のマネキンや、かつらがずらっと並ぶお店、 

量り売りのチーズ屋など、変わった光景が楽し

める。買いものが済んだらネルギスさんのお家

を訪問。トルコの生活風景や、家庭料理を作る

様子が見られる。『アジアの道案内』シリーズ

の１冊だが、このシリーズは著者がそれぞれ異

なり、本作はトルコ語の翻訳・通訳者によって

書かれたもの。【小学校高学年から】（仲本） 

 

 

 

『ようかいりょうり 

ばんづけ』 

澤野 秋文／作 

佼成出版社 

2017 年 6 月 

 

 

とうふこぞう、ざしきわらし、すねこすりの３

人は、妖怪のグルメ覆面調査員。人間の町で、妖

怪好みの「美味しいもの」を探しては料理番付で

紹介している。そんなある日、「おまめや」とい

うお店で「美味しい」豆腐を発見。さっそく紹介

すると、妖怪たちで店は大繁盛した。ところが、

しばらく経つと突然豆腐の味がかわってしまい、

妖怪達からは大不評、３人は事情を探ることに。

好みは違えど人間と同じように美味しいものを

求める妖怪の姿が楽しい。 

【小学校低学年から】（安田） 
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新着資料から 
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